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で
緑
の
カ
ー
テ
ン
作
り
に
取
り
組

ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
圏
域
内
の
市
町
で
連

携
し
た
事
業
と
し
て
、
さ
ら
な
る

拡
大
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

圏
域
に
は
、
多
く
の
自
然
が
あ

り
、
地
域
固
有
の
生
物
が
多
数
生

息
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
近
年
は
、

外
来
生
物
の
増
加
が
原
因
で
、
地

域
固
有
の
生
き
物
が
危
機
に
瀕ひ

ん

し

て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
外
来
生

物
の
駆
除
な
ど
が
必
要

で
す
。

　

ま
ず
今
年
度
は
、
特
定

外
来
生
物
で
あ
る
「
オ
オ

キ
ン
ケ
イ
ギ
ク
」
と
「
セ

イ
ヨ
ウ
タ
ン
ポ
ポ
」
に
つ

い
て
生
態
調
査
を
行
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
ま

た
、
圏
域
の
環
境
保
全
団

体
な
ど
の
活
動
報
告
会

と
併
せ
、
市
民
の
皆
さ
ん

が
気
軽
に
参
加
で
き
る

環
境
イ
ベ
ン
ト
を
11
月

19
日
に
開
催
し
ま
し
た
。

に
も
小
水
力
発
電
の
実
証
実
験
や
、

草
木
な
ど
生
物
由
来
資
源
で
あ
る

バ
イ
オ
マ
ス
資
源
の
利
用
可
能
調

査
も
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
バ
イ
オ
マ
ス
資
源

の
調
査
を
も
と
に
、
薪
な
ど
の
利

用
状
況
に
つ
い
て
さ
ら
に
調
査
を

行
い
、
活
用
方
法
の
Ｐ
Ｒ
を
進
め

て
い
ま
す
。

　

今
後
も
バ
イ
オ
マ
ス
資
源
や
太

陽
光
発
電
な

ど
、
自
然
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
有
効
活
用
に
つ
い
て

検
討
を
行
い
、
普
及
拡
大
を
図
っ

て
い
き
ま
す
。

　

身
近
に
取
り
組
め
る
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
対
策
と
し
て
、
圏
域
内
の
市

町
で
は
、
ゴ
ー
ヤ
や
ア
サ
ガ
オ
な

ど
の
植
物
を
使
っ
た
「
緑
の
カ
ー

テ
ン
」
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い

ま
す
。
今
年
度
、
彦
根
市
で
は
、

「
ゴ
ー
ヤ
の
育
て
方
講
習
会
」
や

「
緑
の
カ
ー
テ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
」を

実
施
し
、
多
く
の
家
庭
や
事
業
所

　

特
に
、
自
然
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
有
効
に
活
用
し

た
事
業
と
し
て
「
緑
の

分
権
改
革
推
進
事
業
」

に
取
り
組
み
、
彦
根

市
の
森
の
子
保
育
園
と
、

愛
荘
町
の
近
江
鉄
道
愛

知
川
駅
に
市
民
共
同
太

陽
光
発
電
施
設
を
設
置

し
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か

使
用
す
る
と
き
の
注
意
事
項

○
石
油
ス
ト
ー
ブ
の
燃
料
缶
の
ふ
た
は
確
実

に
閉
め
ま
し
ょ
う
。

○
石
油
ス
ト
ー
ブ
の
燃
料
は
灯
油
で
す
。
ガ

ソ
リ
ン
は
絶
対
に
入
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

○
暖
房
器
具
の
周
り
に
燃
え
や
す
い
物
を
置

い
た
り
、
洗
濯
物
を
干
し
た
り
し
な
い
で

く
だ
さ
い
。
こ
た
つ
の
中
に
洗
濯
物
を
入

れ
て
乾
か
す
こ
と
も
火
災
の
原
因
と
な
り

ま
す
。

○
火
を
つ
け
た
ま
ま
の
給
油
は
た
い
へ
ん
危

険
で
す
。
火
を
消
し
て
か
ら
給
油
し
ま
し

ょ
う
。

○
就
寝
時
、
外
出
時
に
は
、
必
ず
火
が
消
え

て
い
る
か
ど
う
か
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

危
険
物
の
保
管

○
灯
油
用
の
容
器
は
金
属
製
の
も
の
、
ま
た

は
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
製
で
適
合
性
の
推
奨
ラ

ベ
ル
、
も
し
く
は
認
定
証
が
貼
付
さ
れ
て

い
る
も
の
を
使
用
し
、
必
ず
栓
を
し
っ
か

り
締
め
て
く
だ
さ
い
。

○
容
器
は
火
気
を
使
う
場
所
か
ら
遠
ざ
け
、

直
射
日
光
を
避
け
た
冷
暗
所
に
保
管
し
て

く
だ
さ
い
。

○
地
震
時
に
容
器
が
転
倒
し
た
り
、
落
下
物

に
よ
っ
て
容
器
が
破
損
し
た
り
し
な
い
よ

う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　

湖
東
定
住
自
立
圏
で
は
、
良
好

な
環
境
を
守
り
育
て
る
た
め
、
圏

域
が
一
体
と
な
っ
て
環
境
保
全
活

動
を
進
め
る
取
り
組
み
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

今
回
は
、
こ
れ
ま
で
に
実
施
し

て
き
た
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

生
活
環
境
課

☎
30-

６
１
１
６
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

27-

０
３
９
５
番

　

湖
東
定
住
自
立
圏
で
は
、
地
球

温
暖
化
の
大
き
な
原
因
で
あ
る
二

酸
化
炭
素
の
排
出
を
抑
制
す
る
た

め
、
低
炭
素
社
会
の
実
現
を
目
指

し
た
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
ま
す
。

「
緑
の
分
権
改
革
」に
よ
る

低
炭
素
社
会
の
実
現
を
目

指
し
ま
す

「
緑
の
カ
ー
テ
ン
」
を
使
っ
た

省
エ
ネ
生
活
の
推
進

地
域
の
環
境
保
全
に
取
り

組
み
ま
す

湖
東
定
住
自
立
圏
（
彦
根
市
と
愛
荘
町
、
豊
郷
町
、
甲 

良 

町
、
多
賀
町

と
の
広
域
連
携
）
の
具
体
的
な
取
り
組
み

▲
市
役
所
の
玄
関
前
で
育
て
た

ゴ
ー
ヤ
の
「
緑
の
カ
ー
テ
ン
」

▲森の子保育園で行われた市民太陽
光発電所の開所式で、発電開始の
スイッチを入れる様子（右）と、
屋根に設置した太陽光発電パネル

　

本
格
的
な
冬
の
到
来
に
備
え
、
石
油
ス
ト

ー
ブ
な
ど
の
暖
房
器
具
の
お
手
入
れ
は
万
全

で
し
ょ
う
か
。

　

平
成
22
年
中
の
ス
ト
ー
ブ
に
よ
る
火
災

は
、
全
国
で
１
、
４
６
９
件
発
生
し
て
お
り
、

消
防
本
部
管
内
で
も
、石
油
ス
ト
ー
ブ
に
よ

る
火
災
は
４
件
発
生
し
、
建
物
８
棟
が
全
・
半

焼
し
、
７
人
の
負
傷
者
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
ス
ト
ー
ブ
・
こ
た
つ
な
ど
の
暖

房
器
具
を
使
用
す
る
機
会
が
多
く
な
り
ま

す
。
火
災
を
発
生
さ
せ
な
い
よ
う
、
取
扱
説

明
書
を
よ
く
読
ん
で
、
正
し
い
方
法
で
使
用

し
ま
し
ょ
う
。

暖
房
器
具
の
取
り
扱
い
に

注
意
！

稲
枝
駅
周
辺
整
備
事
業

都
市
計
画
決
定
に
つ
い
て
説
明
会
を
開
催
し
ま
す

　

彦
根
市
で
は
、
稲
枝

駅
舎
の
改
築
整
備
に

併
せ
て
整
備
す
る
こ

と
と
な
る
東
西
連
絡

自
由
通
路
や
東
西
駅

前
広
場
、
こ
れ
に
接
続

す
る
道
路
の
都
市
計

画
に
つ
い
て
説
明
会

を
開
催
し
ま
す
。

　

事
前
申
し
込
み
は

不
要
で
す
。
直
接
会
場

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

都
市
計
画
の
内
容

彦
根
長
浜
都
市
計
画

道
路
の
変
更

①	

稲
枝
停
車
場
線
（
稲

枝
駅
東
口
駅
前
広
場
）

彦
根
長
浜
都
市
計
画

道
路
の
新
規
決
定

②
〔
仮
称
〕
稲
部
彦
富

線（
市
道
芹
橋
彦
富
線

の
一
部
）

③
〔
仮
称
〕
稲
枝
西
口
停
車
場
線
（
稲
枝
駅
西
口
駅
前
広
場
）

④
〔
仮
称
〕
稲
枝
駅
東
西
線
（
稲
枝
駅
東
西
連
絡
自
由
通
路
）

※	

彦
根
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
確
認
で
き
ま
す
。

日
時
（
２
回
と
も
同
じ
内
容
に
な
り
ま
す
）

　

第
１
回　

12
月
９
日
㈮　

午
後
７
時
～

　

第
２
回　

12
月
11
日
㈰　

午
後
２
時
～

場
所　

稲
枝
支
所　

会
議
室
（
田
原
町
）　

問
い
合
わ
せ
先　

市
街
地
整
備
課
☎
30-

６
１
２
６
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
24-

５
２
１
１
番


